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１．研究計画の概要 
（テーマ 1） 粘着・剥離過程のメソスケール
モデリング 
これまで，粘着剤を固体基板から引き離した
時に生じる，粘着剤内部でのキャビテーショ
ンを記述したモデルは提案されていたが，実
際の剥離過程でより重要となる，粘着剤-被着
体界面でのキャビテーションに対するモデ
ル化は行われていなかった．そこで本研究で
は，引離し時の界面キャビテーション過程を
記述するメソスケールモデルを構築し，実験
との比較を試みる．また，ゲルに対して固体
基板上でせん断変形を加えた際にも，界面で
のキャビテーションが起こることが本研究
グループでの実験で観察されている．本研究
では，せん断変形時のキャビテーション挙動
の解析やモデル化も試みる． 
 
（テーマ 2） ナノスケールの接触・剥離シミ
ュレーション 
ナノスケールの接触・剥離過程は，最近精力
的に行なわれている高分子表面でのダイナ
ミクスを理解するうえで大変重要であるが，
あまり研究されていない．本研究では，JKR
コンタクトのナノスケールシミュレーショ
ンを行ない，粘着・剥離時の高分子の挙動と
フォースカーブとの関連を調べる． 
 
 
２．研究の進捗状況 
（テーマ１）については，粘着剤の引離し過
程におけるキャビテーション過程を記述す
る理論モデルを構築し，解析解を導出するこ
とに成功した．さらに，実験結果と比較した
ところ，実験結果を定性的に説明することが
できた．また，ゲルのせん断変形時のキャビ

テーション挙動を記述するモデルの構築も
併せて行い，実験で観察される定常せん断過
程の挙動を再現することに成功した． 
 
（テーマ２）については，JKR コンタクトの
ナノスケールシミュレーションを行ない，粘
着・剥離時の高分子の挙動とフォースカーブ
とを関連付けることに成功した．また，表面
近傍での複素弾性率に関する情報を抽出す
る手法の開発も併せて行なっている． 
 
 
３．現在までの達成度 
（テーマ１）に関しては，界面キャビテーシ
ョン過程のモデル化やせん断変形時の挙動
の再現に成功しており，（テーマ２）につい
ては，AFM を用いた表面レオロジー測定の
基礎的な解析手法への提案など，一定の成果
を上げている．しかしながら，粘着剤やゲル
が基板から剥離する時に生じる大変形の効
果の検討や，（テーマ１）と（テーマ２）と
の連携，すなわち，異なる階層間の連携など
については，まだ検討を行なっていない． 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後は，剥離時の大変形を考慮したモデル化
や，異なる階層間の連携などを行なっていき
たい． 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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